
建設予定地付近は、豊かな自然が広がる生活の場です。

建設予定地の近辺には住宅地が広がり、１km圏内には、

子供たちが通う保育所や学校が10カ所もあります。

また、近くの公民館では未就学児の子育て支援イベント

「出前ひろば」が開催されるなど、子供たちとお母さんの

活動する地域です。

また、まとまった水田や農地があり、淀川縁には鵜殿の

葦原が広がる豊かな自然が残っています。

安全、安心なまちづくり

高槻市は、まちづくりの目標として、憩いの空間で快適に

暮らせる街、ともに支えあう安全・安心の街、子育て・教育

環境が整った街・・・を標榜しています。

この建設計画は、高槻市のみならず、大山崎や島本町、枚

方市や八幡市も少なからず影響があるはずです。

私たちは、こんな無謀な建設計画を認めることができません。

高槻市と将来の子供たちのためにも断固反対します。

●署名用紙やチラシをダウンロードできます。

●協議会の取り組みやニュースを発信します。

●情報共有を目的とした資料を掲載します。

●FaceBookやLINEなどのリンクしています。

●『お問合せ』で皆さんの声を集積・活用します。

発行：産廃焼却炉対策協議会（代表：上田博夫）

連絡：〒569-0003 大阪府高槻市上牧町1丁3-17 上牧公民館内

産廃焼却炉対策協議会ホームページをご覧ください。

https://sanpairohantai.jimdo.com/

産廃焼却炉の建設で、安全と安心が脅かされる

焼却炉が完成すれば、１日24時間年間300日、煙突から

ダイオキシン等の有害化学物質が排出し、毎日元気にグラウ

ンドで遊び、夏には屋外のプールで泳ぐ子供たちの安全や健

康への影響が懸念されます。

さらに収拾運搬車輌による交通事故や焼却炉で事故が起き

れば、有害化学物質や感染性医療廃棄物に付着した感染源が、

未処理のまま飛散、排出するおそれがあります。

洪水で5m以上水没する場所

建設予定地は、檜尾川と淀川に挟まれて高槻市洪水・土

砂ハザードマップによれば、5m以上の水没地域に指定さ

れています。

ひとたび水害が起これば、焼却場に保管されている人体

に有害な特別管理産業廃棄物、焼却後の煤塵が流出し、、

高槻市南部の流域一帯が汚染される恐れがあり、農地も大

きな被害を被ります。

産廃焼却炉対策協議会 C-104

高槻市中心部まで、わずか3kmのところに、公害や事故の恐れのある産業廃棄物焼却炉の建設が計画されています。


